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島
根
県
議
会
史

８
巻｣
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新
修
島
根
県
史

10
巻｣

｢

島
根
県
史
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巻｣

鳥
谷
正
さ
ん

(

木
次
町)

か
ら
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田
中

國
夫
さ
ん

(

加
茂
町)

広
野

祐
二
さ
ん

(

木
次
町)
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市
で
は
、
市
民
の
葬
送
に
対
し

て
す
べ
て
会
葬
す
る
こ
と
は
、
物

理
的
に
困
難
で
す
の
で
、
原
則
会

葬
は
せ
ず
、
弔
意
を
表
す
た
め
の

弔
意
文
を
送
る
こ
と
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

何
卒
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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①
納
税
に
つ
い
て

旧
６
町
村
で
発
行
し
た
納
付
書

は
、
合
併
後
に
お
い
て
も
、
今
ま

で
ど
お
り
金
融
機
関
で
使
え
ま
す
。

期
限
内
納
税
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
税
率
に
つ
い
て

当
面
、
旧
町
村
の
税
率
を
適
用

し
ま
す
が
、
５
年
以
内
に
税
率
を

統
一
し
ま
す
。

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
の
保

険
税
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平

成
16
年
度
に
限
り
旧
町
村
の
税
率
、

料
率
を
適
用
し
、
平
成
17
年
度
か

ら
は
国
民
健
康
保
険
料
と
し
て
統

一
し
た
料
率
を
適
用
し
ま
す
。

③
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

前
納
報
奨
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

次
の
理
由
に
よ
り
全
国
的
に
廃
止

の
方
向
に
あ
り
ま
す
。

１
、
納
税
意
識
の
高
揚
、
収
納
率

向
上
、
財
源
の
早
期
確
保
の
目

的
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
。

２
、
特
に
住
民
税
の
場
合
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
こ
の
制
度
の
適

用
が
さ
れ
な
い
不
公
平
感

３
、
報
奨
金
の
財
源
確
保
が
困
難

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
雲

南
市
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
前
納

報
奨
金
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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、

管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
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合
併
に
伴
い
、
雲
南
市
内
の
事

業
所
に
お
勤
め
の
方
に
つ
い
て
は

被
保
険
者
証
の
記
号
番
号
お
よ
び

保
険
者
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
老
人
医
療
受
給
者

証
、
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格

証
、
福
祉
医
療
費
医
療
証

(

資
格

証)

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は

変
更
届
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
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【問い合わせ先】
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平成17年度の保育所入所児童を次のとおり募集します｡
【入所の基準】
保育所での保育は､ 児童の保護者が次のいずれかに該当する
ことにより当該児童を保育することができないと認められ､ か
つ同居の親族その他の者が当該児童を保育することができない
と認められる場合に行います｡
① (家庭外労働) 居宅外で労働することを常態としていること｡
② (家庭内労働) 居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の
労働をすることを常態としていること｡
③ (母親の出産等) 妊娠中であるか､ または出産後間がないこ
と｡
④ (母親の疾病等) 疾病にかかり､ もしくは負傷し､ または精
神もしくは身体に障害を有していること｡
⑤ (病人の看護等) 長期にわたり疾病の状態にある､ または精
神もしくは身体に障害を有する同居の親族を常時介護してい
ること｡
⑥ (家庭の災害) 震災､ 風水害､ 火災その他の災害の復旧にあ
たっていること｡
⑦市長が認める前各号に類する状態にあること｡
【保育料等】
児童の属する世帯の所得税額及び市民税額と児童の年齢によ
り決定します｡
料金については､ 4,500円～48,000円となります｡
なお､ 当該年度にすべての土曜日を休所することにより､ 保
育料の土曜減免があります｡
【申込方法】
雲南市健康福祉部子育て支援課､ 各健康福祉センターに備え
付けの入所申込書及び就労証明書により平成17年１月７日(金)
までに､ 各保育所管轄の健康福祉センターへ提出してください｡

現在入所中の児童の保護者の方も､ 各保育所を通じて就労証
明書等用紙をお渡ししますので保育所または各保育所管轄の健
康福祉センターへ提出してください｡
【その他】
各保育所の受け入れ対象年齢及び保育時間等の詳細について
は､ 各保育所または各保育所管轄の健康福祉センターへお問い
合わせください｡
広域入所 (市外への保育所への入所) についても､ 各健康福
祉センターへお問い合わせください｡



調
整
課
ま
た
は
雲
南
市
役
所

(

本

庁)
市
民
生
活
課
で
変
更
届
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

・
新
し
い
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
交
付
を
受
け
て
い
る
老
人
医
療

受
給
者
証
、
乳
幼
児
等
医
療
費

受
給
資
格
証
、
福
祉
医
療
費
医

療
証

(

資
格
証)
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国
民
年
金
被
保
険
者
及
び
年
金

受
給
権
者
の
住
所
変
更
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で

一
括
し
て
住
所
変
更
の
処
理
を
行

い
ま
す
の
で
、
個
々
に
住
所
変
更

の
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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農
地
転
用
と
は

農
地
を
住
宅
用
地
や
駐
車
場
、

墓
地
な
ど
農
地
以
外
の
も
の
に
す

る
こ
と
を｢

転
用｣

と
い
い
ま
す
。

こ
の
転
用
を
す
る
た
め
に
は
、

農
地
法
上
の
許
可
・
届
出
が
必
要

で
す
。

自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
自
由

に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
ど
こ
で
も
許
可
が
得
ら
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

農
用
地
区
域
と
は

市
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
農
業

の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
地
域
を

｢

農
業
振
興
地

域｣

と
し
て
定
め
て
お
り
、
そ
の

区
域
内
の
農
地

(

農
用
地
区
域)

は
原
則
と
し
て
転
用
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
で

転
用
す
る
に
は

こ
の
農
用
地
区
域
内
で
や
む
を

得
ず
転
用
す
る
場
合
は

｢

農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外｣

を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

転
用
を
計
画
し
て
い
る
方
は
、

事
前
に
産
業
振
興
部
・
農
林
振
興

課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、

地
元
農
業
委
員
に
相
談
し
、
除
外

手
続
き
が
必
要
か
ど
う
か
確
認
の

上
、
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
除

外
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
の
対
象
農
地

(

集
落
協
定
地)

の
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。(

交
付
金
の
返
還
対

象
に
な
り
ま
す
。)

除
外
申
請
の
時
期
は

雲
南
市
で
の
除
外
は
年
２
回

(

①
１
月
31
日
ま
で
、
②
７
月
下

旬
ま
で)

で
す
。

そ
の
後
県
と
の
協
議
等
を
経
て
、

①
に
つ
い
て
は
、
４
月
末
頃
〜
５

月
頃
に
除
外
手
続
き
が
完
了
す
る

予
定
で
す
が
、
農
地
転
用
申
請
等

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
農
業
委
員

会
と
十
分
に
協
議
願
い
ま
す
。

除
外
申
請
か
ら
転
用
許
可
ま
で

は
か
な
り
の
日
数

(

約
半
年)

を

要
し
ま
す
の
で
、
転
用
の
計
画
が

あ
る
方
は
早
め
に
相
談
・
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
ご

相
談
は
、
産
業
振
興
部
農
林
振

興
課
、
雲
南
市
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
、
地
元
農
業
委
員

さ
ん
へ
。

※
農
地
転
用
、
農
地
の
売
買
・
貸

し
借
り
等
の
ご
相
談
は
、
雲
南

市
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、

地
元
農
業
委
員
さ
ん
へ
。
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平成17年４月から雲南市内の幼稚園へ入る子どもたちを次のとおり募集します｡
●入園該当児
雲南市内在住者のうち
(１年保育) 平成11年４月２日～平成12年４月１日
(２年保育) 平成12年４月２日～平成13年４月１日
(３年保育) 平成13年４月２日～平成14年４月１日
それぞれ該当期間の出生者
●入園後の諸経費
保育料は､ 平成17年度の場合は年額62,400円 (月額5,200円) です｡ このほかに給
食費などが必要となります｡
●入園申し込み受付期間
平成16年12月６日(月)～12月17日(金)
※各幼稚園または教育委員会､ 各総合センター内の教育分室に入園願書の用紙があ
りますので､ 印鑑をご持参ください｡
●問い合わせ先
��������
	
���
������

��������
� � � � � ��������

� � � � � ������ !

" # � � $ % ����!��� & ' � � � �� �����

& ' � � $ % �� �!(�� ) * � � � ��������

) * � � $ % ������!� + , � � � ��������

-./��$% ��(����� 0 1 � � � �����!��

2 3 � � $ % �������� 4 5 6 � � � �����!�(

7 8 � � $ % �������� 9 : � � � ��!�����

" # � � � �������� - . / � � � ��(����!

4 � � � �������( ; < � � � ��(���(�

= > � � � �����!�� ? @ � � � ��(�����

A B � � � ������  C � � � � ��(���(�



�
�
�
�

�
�
�
�
	


�

�

�
�

�
�
���
�
�
�

���
�

�
�
	
�

市
で
は
業
者
の
方
に
対
す
る
支

払
は
口
座
振
込
み
で
の
支
払
い
を

基
本
と
し
、
業
者
支
払
い
用
の
請

求
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
請
求
書
は
、
請
求
書
、
請

求
書
控
、
支
払
通
知
書
が
１
つ
の

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
市
が
支

払
通
知
書
を
業
者
の
方
に
送
り
返

す
こ
と
に
よ
り
、
支
払
の
内
容
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
の
支
払
件
数
が
か
な
り
あ

り
ま
す
の
で
、
電
話
等
で
支
払
い

の
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ
る
と
多
く

の
時
間
を
要
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
な
る
べ
く
市
の
請
求

書
を
ご
利
用
し
て
請
求
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
旧
木
次
町
、
三
刀
屋
町
、

吉
田
村
、
掛
合
町
で
作
成
し
て
い

た
請
求
書
は
宛
名
を｢

雲
南
市
長｣

に
か
え
、
引
き
続
き
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
大
東
町
・
加
茂
町
・

木
次
町
・
三
刀
屋
町
で
独
自
に
行
っ

て
い
た
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建

築
確
認
書
等
の
受
付
事
務
は
、
雲

南
市
内
の
全
域
を
対
象
と
し
て
雲

南
市
建
設
部
都
市
建
築
課
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
区
域
の
指
定

を
し
て
い
な
い
吉
田
町
、
掛
合
町

地
内
の
確
認
を
要
す
る
建
築
物
等

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
消
防

署
の
同
意
を
経
て
島
根
県
木
次
土

木
建
築
事
務
所
に
直
接
申
請
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
消
防
署
同
意
の
前
に
、
雲
南

市
で
の
受
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
都
市
建
築
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

○
受
付
窓
口
：
雲
南
市
建
設
部
都

市
建
築
課

建
築
計
画
担
当

雲
南
市
木
次
町
新
市
４
２
６
�７

雲
南
市
役
所
分
庁
舎

(

旧
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク)

○
対
象
申
請
書

建
築
確
認
申
請
書
、
建
築
許
可

申
請
書
、
建
築
物
認
定
申
請
書
、

仮
使
用
申
請
書
等
島
根
県
条
例

第
45
条

(

知
事
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す

る
条
例)

に
定
め
る
申
請
書
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水
は
人
間
に
と
っ
て
身
近
で
あ

る
と
同
時
に
最
も
重
要
な
物
質
で

す
。
ま
た
、
我
々
に
衛
生
的
な
生

活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
快
適
な

も
の
に
し
ま
す
。

現
在
、
海
や
川
を
汚
す
一
番
の

原
因
は
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
と

言
わ
れ
、
こ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
で
は
生
活
排
水
対

策
と
し
て
、
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
事
業
に
お
い
て
整
備
を

進
め
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
整
備

地
区
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
合

併
処
理
浄
化
槽
で
整
備
し
て
き
ま

し
た
。

平
成
17
年
度
に
お
い
て
も
、
旧

町
村
の
整
備
水
準
を
維
持
し
、
引

き
続
き
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各

総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

設
置
申
し
込
み
の
期
間

平
成
16
年
12
月
１
日
〜

平
成
17
年
１
月
14
日

※
予
定
基
数
に
達
し
な
い
場
合
随

時
募
集
し
て
い
き
ま
す
。

申
し
込
み
先
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三
刀
屋
町
下
熊
谷
地
内
サ
ン
ラ

イ
ン
周
辺
は
、
国
道
54
号
や
市
道

等
の
工
事
に
よ
り
、
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
12

月
１
日
よ
り
市
道
要
害
６
号
線
の

国
道
交
差
点
取
付
部

(

は
る
や
ま

前
及
び
平
和
産
業
横)

を
供
用
開

始
し
ま
す
。

市
道
要
害
６
号
線
は
、
国
道
54

号
の
４
車
線
化
に
伴
い
、
そ
の
補

完
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
も
な
く
国
道
の
４
車
線
供
用

が
開
始
と
な
り
、
中
央
分
離
帯
に

よ
る
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
市
道
要
害
６
号
線
交
差

点
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
道
要
害
６
号
線
は
平

成
17
年
度
全
線
開
通
予
定
で
す
。

工
事
完
了
ま
で
今
し
ば
ら
く
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
 
!

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�
	



���
���

	
�

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
性
格
的
に
お

と
な
し
く
、
人
を
避
け
る
行
動
を

と
り
ま
す
が
、
最
近
、
他
県
で
は

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

①
残
飯
や
ゴ
ミ
は
、
放
置
し
た
り

畑
な
ど
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ク
マ
が
人
間
の
食

べ
物
の
味
を
覚
え
、
ク
マ
を
誘

引
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

②
き
の
こ
狩
り
、
山
菜
取
り
な
ど

で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
２
人

以
上
で
行
動
し
、
鈴
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
音
の
鳴
る
も
の
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
に
人
間

の
存
在
を
教
え
、
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
茂
み
に
入
る
と
き
は
、

気
づ
か
ず
に
ク
マ
に
近
づ
い
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
、
ク
マ
の

行
動
す
る
時
間
帯
と
重
な
り
ま

す
。
鈴
な
ど
の
音
の
鳴
る
も
の

を
身
に
つ
け
、
周
囲
の
様
子
に

気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

④
も
し
万
一
、
ク
マ
と
遭
遇
し
た

ら
、
ク
マ
を
刺
激
し
な
い
よ
う

に
、
慌
て
ず
、
騒
が
ず
、
静
か

に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
は
逃
げ
る
も
の
を
追
い

か
け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
リ

ュ
ッ
ク
な
ど
の
荷
物
を
そ
っ
と

置
き
、
ク
マ
の
気
を
そ
ら
し
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
立
ち
去
り
ま
し

ょ
う
。

も
し
、
ク
マ
を
目
撃
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄

り
の
総
合
セ

ン
タ
ー
事
業

管
理
課
ま
た

は
、
産
業
振

興
部
農
林
振

興
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ

い
。

"
#
$
%
&
%
&
'
�
(
)

*
+
,
-
.
�

/
0
1
2

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�
	



���
�

�

�
�

�
�
�
�
�
�
 
�
!
"
�
�
�
�

��
�
	



���
�

#
	
	
	

だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
で
は
、
積

雪
や
お
客
様
の
安
全
輸
送
の
た
め

12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
、
冬
季
ダ
イ
ヤ
と
し
て
次
の

時
間
に
運
行
し
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

※
冬
季
間
は
積
雪
状
況
に
よ
っ
て

運
休
を
す
る
場
合
、
運
行
日
で

も
通
行
が
出
来
る
場
所
ま
で
お

出
か
け
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※$
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お
願
い
し
ま
す
。
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冬 季 時 刻 表 (12月～３月)
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